
１．現行計画の成果

文化事業を
まちのあらゆる場で開催

文化施設はもちろん、まちかどの
あらゆる場で気軽に文化に触れる
機会を創出しました。

これらによって

現行計画の目指す目標についてはほぼ達成！

…など、さまざまな文化施策を実施！

２．見つかった課題

①身体的・心理的・金銭的など様々な障壁

に関わらず、“誰もが”気軽に
文化事業に参加する機会を提供
する必要がある

②文化を中心とした繋がりや居場所
に出会い、誰もが心豊かな生活を
営んでいけるように環境を整備して
いく必要がある

③ポストコロナに向けた“文化を通じた

交流の活性化“によるまちのにぎわい

を創出していく必要がある

３．課題解決に向けた新しい取り組み

文化によってつながる
コミュニティ
を醸成します。

【重点的な取り組み②】

家や職場・学校以外の居場所

４．予想される成果

【市民の皆様へ】
別紙の冊子(案)に詳細を纏めました。ご一読の上、ご意見をお聞かせください。

◆あらゆる場所で“誰もが”文化に触れ交流し、居場所に出会い心豊かになる

◆文化交流により新たな文化を生み出し、まちに活力と賑わいが生まれる

これらの成果を目標に、令和12年度までの８年間の政策指針となる
計画を策定し、推進していきます。

史跡や有形文化財の保存修理の
支援を推進し、その魅力を広く
発信・活用しました。

歴史的な文化資源の
保存・継承とその活用

こども園や小中学校等を訪問し、
文化芸術を届けるアウトリーチ事業
を積極的に開催しました。

子どもたちへの
文化体験の提供

【重点的な取り組み①】

誰でも、いつでも
参加できる文化事業
を開催します。 誰でも参加できる機会の提供

第２期 静岡市文化振興計画策定に向けて…

【重点的な取り組み③】

まちのあらゆる場における
さまざまな にぎわい

を創出します。

静岡市は身近に文化が感じられるまちだと思う市民の割合 ： 29.6% ⇒ 40.0% 39.7% に上昇！
2015年度実績 目標値 2021年度


